
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
着用者の肌に当接する上面と、前記上面の裏側に位置する下面とを有し、前記上下面間に
延びる周壁に囲繞された多数の透液性開孔が形成されている体液吸収性物品の透液性表面
シートであって、
前記表面シートが、１～６デニールの熱可塑性合成繊維から作られた坪量１０～３０ｇ／
ｍ２ の親水性第１繊維不織布と、１～１０デニールの熱可塑性合成繊維から作られた坪量
１０～１００ｇ／ｍ２ の親水性第２繊維不織布とから形成され、前記第２繊維不織布が、
前記第１繊維不織布よりも高い密度と強い親水性とを有して該第１繊維不織布の下方に位
置し、前記第１および第２繊維不織布の対向面が、ホットメルト接着剤を介して間欠的に
接合され、
前記開孔の周壁とその近傍では、前記第１および第２繊維不織布が一体となり、前記表面
シートの密度がその上面から下面に向かって高くなっているとともに該表面シートの下面
とその近傍において前記第２繊維不織布の密度よりも高くなっていることを特徴とする前
記表面シート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この本発明は、使い捨ておむつやトレーニングパンツ、生理用ナプキン等の体液吸収性物
品に使用する透液性表面シートに関する。
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【０００２】
【従来の技術】
特開平４－１５２９４５号公報に開示の表面シートは、熱可塑性合成樹脂からなるもので
、上面から下面方向へ延びる導液管を有し、この導液管の下端部が管壁よりも高い密度を
有している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記公知の表面シートは、表面シート上の体液が繊維密度の低い部位から高い部位へ向か
って移行し易いという特性を利用するものであって、この表面シートの導液管においては
、密度の高い下端部へ向かって体液が移行する。その下端部は、通常、吸収性の芯材に密
着しているから、体液は下端部から芯材へと速やかに移行する。かかる表面シートを使用
した体液吸収性物品は、体液の吸収が速いから、着用者に強い湿潤感を与えることがない
。しかしながら、体液吸収後の芯材に圧力がかかると、体液が肌側へ逆流して湿潤感を与
えることがある。
【０００４】
この発明では、前記公知の表面シートと同様に体液の移行が速やかであるという特性を有
し、かつ、体液の逆流による不快感を軽減可能な透液性表面シートの提供を課題にしてい
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために、本発明が前提とするのは、着用者の肌に当接する上面と、前
記上面の裏側に位置する下面とを有し、前記上下面間に延びる周壁に囲繞された多数の透
液性開孔が形成されている体液吸収性物品の透液性表面シートである。
【０００６】
かかる前提において、本発明が特徴とするところは、前記表面シートが、１～６デニール
の熱可塑性合成繊維から作られた坪量１０～３０ｇ／ｍ２ の親水性第１繊維不織布と、１
～１０デニールの熱可塑性合成繊維から作られた坪量１０～１００ｇ／ｍ２ の親水性第２
繊維不織布とから形成され、前記第２繊維不織布が、前記第１繊維不織布よりも高い密度
と強い親水性とを有して該第１繊維不織布の下方に位置し、前記第１および第２繊維不織
布の対向面が、ホットメルト接着剤を介して間欠的に接合され、前記開孔の周壁とその近
傍では、前記第１および第２繊維不織布が一体となり、前記表面シートの密度がその上面
から下面に向かって高くなっているとともに前記表面シートの下面とその近傍において前
記第２繊維不織布の密度よりも高くなっていることにある。
【０００７】
【０００８】
【０００９】
【００１０】
【００１１】
【発明の実施の形態】
添付の図面を参照して、この発明に係る透液性表面シートの詳細を説明すると、以下のと
おりである。
【００１２】
図１は、体液吸収性物品の一例として示す生理用ナプキン１の部分破断斜視図である。ナ
プキン１は、この発明に係る透液性表面シート２と、不透液性裏面シート３と、これら両
シート２，３間に介在する吸液性コア４とから構成されている。表裏面シート２，３は、
コア４の周縁から側方へ延出して互いに重なり合い、その重なり合う部分で接合されてい
る。
【００１３】
表面シート２は、繊維の集合体であって、着用者の肌に当接する上面と、上面の裏側に位
置する下面とを有する。表面シート２には、上下面間に延びる周壁１４に囲繞された多数
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の透液性開孔６が形成されている。開孔６は、その孔径が０．２～５ｍｍの範囲、好まし
くは０．５～３ｍｍの範囲にある。開孔６が実質的に円形のものとみなせる場合の開孔６
どうしの中心間距離は、０．５～２０ｍｍの範囲、好ましくは０．７～１０ｍｍの範囲に
ある。裏面シート３は、プラスチックシートであり、コア４は、粉砕パルプと高吸収性ポ
リマー粒子との混合物である。
【００１４】
図２は、ナプキン１の要部断面図である。表面シート２は、着用者の肌側に位置する親水
性第１繊維不織布１１と、第１繊維不織布１１の下方に位置してコア４に接触している親
水性第２繊維不織布１２とから形成されている。第１繊維不織布１１は、１～６デニール
の捲縮した多数の 繊維から作られている。不織布１１を作る捲縮繊維は、互いに機械
的に交絡するか溶着することによって一体化している。第１繊維不織布１１は、１０～３
０ｇ／ｍ２ の坪量を有する。第１繊維不織布１１は、疎水性のそれに親水化処理が施され
ることで親水性を発現している。第２繊維不織布１２は、１～１０デニールの多数の熱可
塑性合成繊維から作られている。不織布１２を作る繊維は、互いに機械的に交絡するか溶
着することによって一体化している。第２繊維不織布１２は、１０～１００ｇ／ｍ２ の坪
量を有し、その密度が第１繊維不織布１１の密度よりも高い。第２繊維不織布１２の密度
は、第１繊維不織布１１の密度の少なくとも１．３倍であることが好ましい。第２繊維不
織布１２は、疎水性のそれに親水化処理が施されることで親水性を発現している。第２繊
維不織布１２は、その親水性が第１繊維不織布１１の親水性よりも強い。図示例の第１繊
維不織布１１と第２繊維不織布１２とは、それら不織布の対向面がホットメルト接着剤を
介して間欠的に接合されている。開孔６の周壁１４とその近傍では、第１および第２繊維
不織布１１，１２が一体となり、表面シート２の密度がその上面から下面に向かって高く
なっているとともに、表面シート２の下面とその近傍において第２繊維不織布１２の密度
よりも高くなっている。
【００１５】
このように構成された表面シート２では、相対的に親水性が弱く、密度が低い第１繊維不
織布１１から、相対的に親水性が強く、密度が高い第２繊維不織布１２へと体液が速やか
に移行するから、表面シート２の上面の乾燥した状態を保つことが容易になる。第２繊維
不織布１２に吸収された体液は、第２繊維不織布１２の直下のコア４に吸収されたり、第
２繊維不織布１２内で横方向へ拡散した後、その拡散した部位からコア４に吸収される。
開孔６では、密度勾配が高くなる方向へ、即ち表面シート２の上面から下面へ向かって、
コア４に近接する方向へと移行する。このように、表面シート２では、体液が上から下へ
、コア４に向かって移行する傾向にあるから、表面シート２の上面は、体液が長く滞留す
ることなく速やかに乾燥状態となる。体液を吸収したコア４に体圧が加わると、体液は表
面シート２の上面に滲出することがある。しかし、この表面シート２は、その密度が第２
繊維不織布１２から第１繊維不織布１１へ向かって低下しているので、コア４から滲出し
た体液は第１繊維不織布１１へ向かって移行することが難しく、着用者の肌に容易に到達
することがない。それゆえ、コア４が体液を吸収した後でも、この表面シート２の上面は
乾燥状態にある。
【００１６】
このように上面が常に乾燥状態にある表面シート２は、ナプキン１の着用者に湿潤感を与
えることがない。
【００１７】
【発明の効果】
本発明に係る表面シートは、第１繊維不織布とその下方に位置する第２繊維不織布とから
形成され、第２繊維不織布が第１繊維不織布よりも高い密度と強い親水性とを有し、また
、開孔の周壁とその近傍では、第１および第２繊維不織布が一体となり、表面シートの密
度がその上面から下面に向かって高くなっているとともに表面シートの下面とその近傍に
おいて第２繊維不織布の密度よりも高くなっているから、体液がコアへ接近する方向へ移
行し易い。この表面シートでは、第１繊維不織布の密度が第２繊維不織布のそれよりも低
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いので、体液が第２繊維不織布から第１繊維不織布に向かって移行することが難しい。か
かる表面シートは、その上面が常に乾燥状態にあり、体液吸収性物品を着用しているとき
の湿潤感を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】生理用ナプキンの部分破断斜視図。
【図２】図１の要部断面図。
【符号の説明】
１　　　　　体液吸収性物品（生理用ナプキン）
２　　　　　透液性表面シート
３　　　　　不透液性裏面シート
４　　　　　吸液性コア
６　　　　　開孔
１１　　　　　第１繊維不織布
１２　　　　　第２繊維不織布
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